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道
路
を
占
用
等
さ
れ
る
場
合

に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
の

占
用
や
現
状
変
更
な
ど
に
つ
い

て
、
一
定
の
条
件
に
合
う
場
合

は
許
可
を
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
な
ど
の
際
に
足
場
が
道

路
上
に
は
み
だ
す
場
合
や
、
看

板
な
ど
を
道
路
の
上
空
に
設
置

す
る
場
合
は
、
事
前
に
許
可
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
車

を
出
入
り
さ
せ
る
た
め
な
ど
、

歩
道
や
車
道
の
構
造
を
変
更
す

る
場
合
に
も
許
可
申
請
が
必
要

で
す
。

　

詳
細
は
北
部
土
木
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

北
部
土
木
事
務
所

�

☎
492-

３
１
１
１

　

市
政
協
力
委
員
は
、
市
民
の

皆
様
と
市
政
の
つ
な
ぎ
手
と
し

て
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
や
選
挙
公

報
の
配
布
、
市
政
広
報
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
地
域
の
意
見
・

要
望
の
取
次
ぎ
な
ど
、
市
政
・

区
政
の
推
進
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
合

い
、
支
え
合
う
、「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
良
く
し

て
い
く
」
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ�

ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

�

☎
432-

１
２
０
８

こ
ん
に
ち
は

で
す

　
土
木
事
務
所

北部
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吹
奏
楽
団
「
雅
」

み
や
び
の

吹
奏
楽
２
０
１
５

～
歌
で
た
の
し
む
吹
奏
楽
～

　

本
格
的
な
吹
奏
楽
に
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
を
招
い
て
贈
る
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

曲
は
「
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題

に
よ
る
狂
詩
曲
」「
サ
ウ
ン
ド

･

オ
ブ･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク�

メ

ド
レ
ー
」「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
14
嵐
mix
」
な
ど
。

日�

時　

３
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
開
場
・
午
後
２
時

開
演
・
午
後
４
時
終
演

定
員　

405
名
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

不
要

場
所
・
問
合
せ　

北
文
化
会
館

�

☎
493
‐
０
５
６
７

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
（
ま
た
は
母
）
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
育
て

て
い
る
母
（
ま
た
は
父
）
な
ど

に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

・�
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

・�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象

と
な
る
程
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

＊
外
国
籍
の
方
も
対
象
で
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
12
月
１
日

か
ら
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差

額
分
の
手
当
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
ま
で
は
、
申
請
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
経
過
措

置
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月

１
日
に
お
い
て
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方

　

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、
12
月
分
か
ら
支
給
。

■
平
成
26
年
12
月
１
日
以
降
、

３
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
た
方

　

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
。

＊��
４
月
以
降
は
申
請
日
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
程
度
以
上
の
知
的
・
精
神
・

身
体
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭

で
育
て
て
い
る
父
母
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
育
て
て
い
る
人

に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
児
童
の
年
齢　

20
歳
未
満

手
当
額
（
月
額
）

　

児
童
１
人
に
つ
き
、

　

�

（
１
級
）
４
万
９
千
900
円

　

�

（
２
級
）
３
万
３
千
230
円�

＊�

い
ず
れ
の
手
当
も
請
求
さ
れ

た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
所
得
が
一
定
以
上
あ

る
場
合
は
支
給
停
止
と
な
り
、

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

支
援
保
護
課
支
援
第

一
担
当�

☎
432-

１
２
８
４

４
月
は
市
政
協
力
委
員
の
改
選
時
期
で
す

新
年
度
に
向
け
て
各
担
当
区
域
で
の
選
出
を
お
願
い
し
ま
す

許可申請が必要な例

危
険
の
無
い
よ
う
に

厚
紙
な
ど
で
包
み
、

ご
み
袋
の
中
央
付
近
に
入
れ
、

「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
み
を
そ
の
ま

ま
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
と
、

袋
が
破
れ
た
り
、
収
集
時
の
歩

行
者
や
職
員
の
ケ
ガ
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
お
や

め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
包
丁
や
は
さ
み
な
ど

の
刃
物
類
は
、
北
部
ま
ち
美
化
事

務
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
の
で

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン�

☎
366-

０
１
５
５

ご
み
の
出
し
方  

Ｑ
＆
Ａ

　
ガ
ラ
ス
類
や
陶
磁
器
類
、

包
丁
や
は
さ
み
の
よ
う
な 

危
険
な
ゴ
ミ
は
ど
う
や
っ
て

出
し
た
ら
い
い
の
？

その他、ごみの出し方が
　　　分からない時は・・・

ごみ減量・分別
　　　ハンドブック

＊�冊子はエコまちステーションまたは
「ごみ減量・分別ハンドブック」
でホームページを検索ください。

をチェック！

“
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
”

　

わ
が
国
で
は
、
年
間
３
万
人

前
後
（
京
都
市
で
は
年
間
300
人

前
後
）
の
方
が
自
殺
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
で
は
「
京
都
市

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
ズ
」
を
作
り

ま
し
た
。「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

と
は
『
命
の
門
番
』
と
し
て
の

働
き
を
す
る
次
の
５
人
で
す
。

①
気
づ
き
「
い
つ
も
冷
静
ブ

ル
ー
」
②
声
か
け
「
み
ん
な
の

リ
ー
ダ
ー
レ
ッ
ド
」
③
傾
聴
「
い

つ
も
優
し
い
グ
リ
ー
ン
」
④
つ

な
ぎ
「
い
つ
も
元
気
な
イ
エ

ロ
ー
」
⑤
見
守
り
「
み
ん
な
の

癒
し
ピ
ン
ク
」。

　

こ
の
５
人
を
見
つ
け
た
ら
、

自
殺
の
問
題
や
生
き
や
す
い
社

会
に
つ
い
て
少
し
で
も
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

自
殺
対
策
で
は
、
悩
ん
で
い

る
人
に
寄
り
添
い
、
見
守
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
悩

ん
で
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
声
か

け
や
見
守
り
を
意
識
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

相
談
先
に
迷
っ
た
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の「
こ
こ
ろ
の�

健
康
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

精
神
科
医
に
よ
る

�

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時　

毎
月
第
１
～
４
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所　

北
保
健
セ
ン
タ
ー

問�

合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

母
子
精
神
保
健
担
当

�

☎
432
‐
１
４
５
４

京都市ゲートキーパーズ

　近年、地域住民のつながりの希薄化などにより、社会的孤立など住

民の抱える生活課題が深刻・多様化しています。その解決のためには、

住民を主体とした関係機関などの連携・協働の取組が欠かせません。

　このシンポジウムでは、「つながり」「ネットワーク」をキーワー

ドに取り組まれている地域の福祉活動について実践報告を行って

いただき、それぞれの取組の工夫点や課題を共有する場とします。

　また、現在取り組まれている活動を充実していくための「連携・

協働のあり方」や「そのすすめ方」について考えていきます。

日時　３月７日（土）�午後２時～３時40分�（受付　午後１時30分～）
場所　大谷大学　2301教室
参加費　無料　　定員　200人　　申込　不要
問合せ　北区社会福祉協議会　☎441-1900　Fax441-8941
　　　　メール�info@kitaku-syakyo-kyoto.jp

シンポジウム
「地域と関係機関・団体とのつながりに
よる福祉のまちづくり」を開催します！

確定申告はお早めに！～期限間際は混雑します～
○申告および納税
�・所得税および復興特別所得税・贈与税　３月16日（月）まで
�・個人事業者の消費税および地方消費税　３月31日（火）まで
○納税は振替納税で！
　�ご利用開始は、申告期限までに口座振替依頼書を提出するだけです！

�・申告所得税および復興特別所得税　　　振替納付日�４月20日（月）
�・消費税および地方消費税（個人事業者）振替納付日�４月23日（木）
○税理士相談
　西陣織会館にて、税理士による無料の申告相談も行います。

　日時　２月16日（月）～20日（金)　午前９時30分～正午、午後１時～４時
　　　　＊なるべく午後３時ごろまでにお越しください

〇消費税の計算方法にご注意！
　消費税（地方消費税を含む）の税率が８％に引き上げられたため、平成

26年４月１日を含む課税期間の消費税および地方消費税の確定申告書の作

成時には、帳簿などにおいて、課税取引を適用される新・旧税率ごとに区

分し、適用税率ごとに計算する必要があります。

問合せ　上京税務署　☎441-9171

平
成
26
年
中
の

　
　
　

火
災
発
生
状
況

　

区
内
の
火
災
件
数
は
前
年
と

同
数
で
し
た
が
、
火
災
で
お
亡

く
な
り
に
な
っ

た
方
が
４
名

に
も
上
る
と
い

う
憂
慮
す
べ
き

結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市

内
で
伏
見
区

と
並
ん
で
最

も

多

く
、

北

区
と
し
て
過

去
最
多
で
す
。

（
平
成
９
年
に

同
数
）

　

原
因
別
に
見
た
区
内
の
火
災

発
生
状
況
は
、
放
火
が
４
件
で

最
も
多
く
、
天
ぷ
ら
な
べ
（
３

件
）、
た
ば
こ
、
排
気
管
・
排

気
筒
（
各
２
件
）、
暖
房
器
具
、

こ
ん
ろ
、
コ
ー
ド
（
各
１
件
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
更
な
る
「
安
心
、

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、

焼
死
者
防
止
の
取
組
で
あ
る

「
焼
死
者
防
止
実
践
フ
ァ
イ

ブ
！
」
を
中
心
に
、
出
火
防
止
、

焼
死
者
防
止
に
皆
で
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

春
の
火
災
予
防
運
動

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
増
加
し
ま
す
。

３
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土
）

に
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
火
災
予
防
を
お

願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ　

北
消
防
署

�

☎
491
‐
４
１
４
８

市全体 北区
火災件数 236件（－9） 17件（±0）

火災による死者数 17人（－1） ４人（＋3）

平成26年中の火災件数と死者数（前年比）

学ぼう・話し合おう・身につけよう　ワクワク防災キャンプｉｎ大宮
＜大宮防災と福祉のまちづくり応援隊＞

ＫＹＯＤＯ　きっちん
＜ＫＹＯＤＯ きっちん＞

巡回和菓子（京菓子）教室
＜京都府生菓子協同組合＞

未来のまちづくりに活かそう！人材育
成プロジェクト　好きどすえぇ！しちく
＜好きどすえぇ！しちく＞

こどもと地域社会をつなげる企画“しちくタンデム”
＜紫竹小学校PTA＞

「ほっこりお茶席」
＜紫竹文化振興会＞

雲
ケ
畑
地
域
活
性
化
委
員
会

「
雲
ケ
畑
の
春
を
楽
し
む
会
」

　

フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
山
里
に

響
き
、
春
を
呼
び
ま
す
。
雲
ケ

畑
の
ク
ロ
モ
ジ
の
木
を
使
っ
た

「
菓
子
楊
枝
作
り
」
体
験
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
お
茶

席
（
事
前
申
込
・
２
月
25
日
（
水
）

〆
切
）
や
、
温
か
い
軽
食
・
雲

ケ
畑
産
の
物
品
を
販
売
す
る

「
も
く
も
く
市
」
も
開
催
し
ま

す
。（
雨
天
決
行
）

日
時　

３
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

場
所　

雲
ケ
畑
小
中
学
校　

＊�

で
き
る
だ
け
も
く
も
く
号
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。（「
雲
ケ

畑
学
校
前
」
下
車
）

申�

込
み
・
問
合
せ　

地
域
活
性

化
委
員
会
（
雲
ケ
畑
出
張
所

内
）�

☎
406
‐
２
０
０
１

雲ケ畑バスもくもく号
（ヤサカ自動車）時刻表
雲ケ畑岩屋橋行
　（土日・休ダイヤ）
　　北大路駅前　　�8:40
　　雲ケ畑学校前　�9:05

北大路駅前行
　（土日・休ダイヤ）
　　雲ケ畑学校前　15:14
　　北大路駅前　　15:40

自主的な活動を区役所が支援しています。進行中！まちづくり
高齢者の暮らしを支える地域の 「つながり」 づくり
－地域サロン活動・見守り訪問活動を通じて－
＜地域包括ケア 人材・開発研究センター＞

一人暮らし高齢者の会 「パープルフレンズ」 地域活
性化大作戦～高齢者がイキイキ、まちもイキイキ～
＜紫野カルチャー亭運営協議会＞

北区民まちづくり提案支援事業について、活動の一部をご紹介します。

　

大
宮
学
区
で
は
、
住
宅
地
に

お
い
て
、
特
に
不
法
投
棄
で

困
っ
て
い
る
場
所
は
見
当
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
玄
琢

か
ら
氷
室
ま
で
の
山
間
の
道
路

沿
い
二
箇
所
に
多
く
の
不
法
投

棄
物
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ

ト
の
設
置
場
所
に
は
不
法
投
棄

物
が
少
な
い
た
め
、
防
止
ネ
ッ

ト
を
張
る
こ
と
が
今
後
の
有
効

な
対
策
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
区
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と

な
り
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
し

て
、
大
掃
除
を
計
画
し
、
夏
ま

つ
り
な
ど
の
行
事
で
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
を
徹
底
す
る
な
ど
の
美

化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
区
内
に
は
大
き
な

公
園
が
五
箇
所
あ
り
、
近
隣
の

町
内
会
公
園
愛
護
会
を
中
心

に
、
月
１
回
の
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
子
ど
も
達
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
親
子
で
の

美
化
運
動
を
促
し
て
い
ま
す
。
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に
向
け
て

大
宮
学
区
よ
り

ゼ
ロ

今回は、大谷大学赤レンガの学舎（尋
じん
源
げん
館
かん
）に場所を移して開催し

ます。すでにまちづくり活動を行っている方、これから始めようと考
えている方、どなたでも楽しく気軽に話し合える場です！

京都市まちづくりアドバイザー
　　　　　　　　谷　亮治　氏

「理想の活動資金の集め方、使い方とは？」
「効果的な“広報”とは？」
「人がやる気になる方法とは？」

日時　２月21日（土） 午後１時～５時
　　　　（受付：午後０時45分～）
場所　大谷大学 尋

じん
源
げん

館
かん

 J103教室
費用　無料

申込み　電話・Faxまたは北区役所ホーム
　　　　ページ申込フォームにて受付。
問合せ　地域力推進室企画担当
　　　　☎432-1199 　Fax432-0388

京
都
市
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
を
中
心

と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

京
都
市
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
を
中
心

と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

北
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

　 

　
　
ご
支
援
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に
よ
り
、
北
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
付
金
は
、

北
区
制
60
周
年
記
念
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

＊�

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

京
都
市
北
区 
ふ
る
さ
と
納
税

検
索

定員80名

話 題 提 供

分 科 会

交流会・ワークショップ

地域の方の指導のもと、小学生が
お茶をたて、お運びを体験。

地域の人材調査として、様々な特技を
持った人にインタビュー。

介護予防推進センターの協力で、介護予防のヒント、毎日簡単
にできる体操や料理を高齢者が楽しく学べる教室を開催。

「パープルフレンズ」 が、地域のイベントに積極的に 
参加し、高齢者の元気な姿を披露。

佛教大学の学生団体が、小学生と保護者を対象にした防災キャンプを実施。

親子芸術鑑賞教室の前に 
保護者対象の勉強会を開催。

和菓子職人の指導のもと、小学生が
和菓子づくりに挑戦。

一人暮らしの大学生が、地域
の“お母さん”から京都の家
庭料理「おばんざい」を学ぶ。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
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世帯数　56,845世帯　　総人口　119,602人　　男性　56,752人　　女性　62,850人　　面積　94.92㎞2　　＊平成27年1月1日推計北区の数字


